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「司I百左覗マτ古τ閉完司蕊 停朝τ百市有三云百1工~ I 場ゆるい場合に!はま、両面テ一プ 
ι噌山喰羽lUl脳瓜己姐狙 殴淵H H臨Q別b廿←一 | などで園定して〈ださい。

出イラスト|ま「動力ユニット固 ・電車町動車用」です。「動力ユニット図・路面電車用Jには前桂のカブラ→まありません。
政床板 (シャーシ)部分を外して、動力ユ二ツトに交換・装着してください。 
* 台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。 
(追加ウェイトは走行状況にEじて憧用してください。 車内の空きスペ スに.両面テープなどで固定します，)

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け
・ rsトレインショーティー専用・走行台車凪』を使用します。
*台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲ ピシ穴に装着してください。
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調整してください。
本台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。 
* 旧世イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。また、初代床板では力プラー台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

*台車に取り付けた『台車レリーフ』が走行中に落下しないように、 取り付けがゆるい場合
には穣着剤などを使用して固定してください。

ホスカートのある先頭車に、動力ユニットや走行台車を取り付ける場合は、スカートを取り
外すか‘または台車のカブラー歯車分を切り取ってから援着してください。
本新幹線など車体裾にカバーのある車両では、台車レザーフを取り付けできません。 

I記銃器禁禁法妥結怨鯵母I

「ピンあり」を使用して.走行台車のカブラ一部分を切り取ってください。 ピンあり ピンなL , 

Nゲージ化用パーツの取り付け方法 づき.辺容量I設計11 
*Bトレインショーティーは、動力ユ=ツト(別売)を装殖することで、 Nゲージの線務上を走行させることができます。

①機関車への動力ユニットの取D付lオ
・ rsトレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用」を使用します。 

。，--日干戸軒丙寸_ \7 通常色(黒)と、 グレーがあります。
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*床板(シャーン)部分を外して、動力斗二ツトに交換・装着してください。
*スノーブロウは着脱可能です。(力プラーポケットの溝に、 爪をしっかりと掛けてください。 J 

*EF2飢 EF21 0 , DD53なと:'t!1立、車体齢喰いためカブラーの首撮りが充分にできません。

重遭遇転や、極小カーブ， sカー7止では、連結が不安定な場合由偽申ますのでご注意くださL'.


②電車・気動車及び踊面電車への動力ユニットの取り付け
・ rsトレインショーティー専用・動力ユニット回・竃車・気動車周』
もしくは『同動力ユ=ット固・路面電車用』を使用します。

|・Nゲージ用の線路、コントロ→ーなどは、別途ご用意ください。
I - 線路、 コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。
I .:~ゲジにおける使用方法は、各社・ Nゲ→の取り級い説明書をご覧ください。

|ホ床棚後の対と、左右2断・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
の爪円、車体と固定します。本動力ユニット 1 台で、通常は4両程度を軒I( 自車含む)することができます。

I (勾配区間や急力ブのある線形で 1;1:，牽引できる両数が制限されます。)

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
⑦機関車用・動力ユニット (スカートは取り外してください)いE同40 ， OF50 , 0053など、
|品番11 ・ 103 1 ポケットライン用動力ユニット 川 の低い車両に装着できません。 

B 取 11-1031主、鵬入時にはカブラーポケットの肉慢にストッパー(プラj、片)が入っていますので、
必ずストッパーを取り外してから量産婚してください。

②電車・気動車用・動力ユニット (台車レリ フは取り付けできません。 )

三のほか、 割りピン取り付け方式の、各社
台車を取り付けることができます。 

-パンタグラフの交換
* お好みのNゲ ジ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

KATO ・ 11-401 PS14 直茸パンタヴラ7 Ijリーンマツ 7;r. :80-2:PSI3:直溝パンタデラフ 
KATO:II-403 PS22 :直車・下枠宜置車パンタデラ7 Ijリーンマツ 7 ;r. :80-3:PT42 ・E軍パン宮ヴラ7 
KATO:II-404, 11-420 PSI6 :置車パン~Ijラ7 Ijリーンマツヲス・ 80-5 ・ PT43:iliIパン~Ijラ7

除 11-420は、 屋根穴が4・町屋根に対応します。 | 空白スポイント : PT7 1C:シンヴ)fアーム・パン膏ヴラフ

このほか、取り付けピンが縦2本方式の.各社 パンヲグラフを取り付けることができます。

*各種の受像パーツi宜、メーカー，形式によって取り付けが固い(緩い〉場合もありますので、それ
ぞれ銅盤のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。

*働力ユニットの装着に l立、車種によっては車体側のー鶴(ガラス，スカートなど)や、動力ユニット
の床板などを切り取る等の加工が必要な場合があります。

| 共通組み立て説明書

ども注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

・本商晶の対象年齢は15才以上です。対象年齢未満のお子様には絶対に与え芯いでください0
・小さな部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒患などの危険があります0
・誤飲の危隙がありますので、3才宋満のお子様には絶対に与えないでください。
・~"，，2.式z克=1<_と箆恩白方J;t.ヨ丘率三:Lムaコヨ=G車結器)左鼻紘lこ近ゴげないようご
注意ください。

・マグネットカブラー(連結器の部品)は磁石署使用していますので、テレビ・時計・パソコン
などに近づけないでください。磁気で機能異常が起こる場合があDます。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げたり引っ張ったりしないでください。
・部品はプラスチッヲ用ニッJ トなどでをれいに切口取りましょう。切り取った後のヲズは措ててください。
・部品の中には、やむをえす、とがった部ぬがあDますので、気をつけて組み立ててく だ古い。
・シール1立、必要な部分を切り扱いて賠ってください。
.部品の加工の際の刃物、工具などのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのと使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買いよ 17のお客様へ》不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センタ?
干277-8511 伯市豊四季241-22 ナビダイヤル lJ!'lγ lJ-lJ41-1 !Il 
・受付時間 10時-17時 (視目 、 軍事害事体業目を除く〉 
PHS 、 伊電話轄をご利用田方は04-7146-0371 におかけください.

《商品・修理品送付先》 パンダイ 編木修理・配送センター
干321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67

.営業時間 10時- 17暗 (士 、 目 、 祝日 、 軍事害事休業日を陪く) 電話番号はお害曙相猷センタ 共通

ダミーカブラー 
(先頭車正面などに使用します。連結はできません。 ) 

p-{客車・気動車ほか) 
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*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの
先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記載されている車両は、バリエーション内の一部です。
正面パーツ，屋根パ ツなどは、車種・塗装によってセットされて
いるパーツが異なりますのでご注意ください。

(機関車用車体の組立て)

①左右のブロックパ ツを合わせます。

②左右の側面を取り付けます。

③正面窓とラジエ-~ー上部を組み合わせます 。 ④先に正面窓を取り付けてから、屋根とシャーシを取り付けます。 

l事前・後，2組を組み立てます。 | 

1101: ; 。
初期形 貨物用・初期(扇風機なし) 
(2~53) (808~854) 

重連形・前期 (扇風機なし) 
(500-592,593-799 ,1001-1009) 

1 口 - 1: 圏]
貨物用・初期 

F巴円『 口 当 無線アンテナ装備

[J. :1 

A寒地 B寒地・ 般
(旋回窓通常ワイパー)

*貨物用800番台には、 A寒地はありません。

非 訂 110

(ステッカーの貼付け位置〉 重連形・後期 貨物用・後期 

*砧口付11位置の参考例です。台紙か己お好奇左手ものを選んで、
無線アンテナ装備 (855~899 ， 1801 ~1805) 

切り強いて貼ってください。

(刃物のお取り級いには、充分にご注意ください。記載の無いも

のはあlHÒjの位置にお陥口ください。)

⑤ボンネット前面と手すりを取り付けます。 フロント手すり

門
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*DD51，ま動力ユニットには対応していません。 
Nゲージ化する場合は、走行台車Tを使用してください。
(編成後部の車輔に動力ユニットを入れてください。) 

同且

2010-9 



北斗星色{金車函館.，

関'"・且 ヨ，，，咽3

ヘッドマーヲ e_ 

~1レットキャッチャ­
.檀極


